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9月の主な予定

・9月3日（木）

2年生学習確認プログラム

・9月4日（金）

小中交流会（ZOOMによるオンライン）

・9月7日（月）～11日（金））

あいさつ週間

・9月17日（木）・18日（金）

中間テスト

・9月24日（木）

合唱コンクールリハーサル

・9月28日（月）

体育大会学年合同体育

「京都市中学校選手権大会代替大会」

および「秋季新人大会」について

一部部活動では、「京都市中学校選手権大会代

替試合」とは別の形式ですでに終了している場合

もありますが、8月下旬より「京都市中学校選手

権大会代替大会」が開催されます。また，「秋季

新人大会」も引き続き実施されます。

各専門部では，新型コロナウイルス感染拡大防

止について十分に配慮し，準備を進めてきました

が、現在の感染状況や感染経路を鑑み、室外・室

内を問わず、すべての競技とも「無観客」での開

催と通知がきております。

「京都市中学校選手権代替大会」は、３年生に

とって、中学校での部活動を締めくくり、思い出

に残る大会になると思われ、「秋季新人大会」は、

新チームで望む初めての公式戦となり、保護者の

方々にとっても楽しみにされていることとは思い

ますが、趣旨をご理解いただき、ご協力の程、よ

ろしくお願いします。

また、会場敷地外から観戦し、通行者や地域住

民の方々に多大な迷惑をかけてしまい、関係機関

へ通報されるような事案も聞いております。お子

達の活躍をご自身で見たいというお気持ちは察し

ますが、どうかよろしくお願いします。各部活動

顧問よりそれぞれの試合についてのご案内を通じ

て、詳細をお知らせしますので、ご確認の上、ご

対応いただきますよう、よろしくお願いします。

2学期がスタートしてから1週間がたちましたが、毎日暑い日が続いています。それに加え

コロナウイルス感染症防止のため、マスクをしての生活。なかなかなれませんが、1学期も

そうであったように、2学期も「withコロナ」の状況下、今までの経験では乗り越えること

のできない局面に数多く遭遇するのだろうと思います。このような状況だからこそ、加茂中

の仲間と共に協力し、学び合い、知恵を出しあって乗り切っていきたいと思います。

9月、秋と言えば、何を連想しますか？

「スポーツ」、「芸術」、「読書」、「食欲」いろいろありますが、暑い夏が過ぎ去り、気候も

ちょうどよくなり過ごしやすい季節である秋にはイベントが目白押しです。始業式でも言い

ましたが、2学期には、体育大会や合唱コンクール、3年生は、修学旅行も控えています。今

までのようにダイレクトにふれあう事はできませんが、状況に応じた最適な取り組みを見い

だし、すべての行事を成功させ、加茂中の底力を見せてもらいたいものです。

先の見通せないこの状況は、確かに不安でいっぱいですが、その分、新しい生き方を創造

していくクリエイティブな時間にもなると思います。みんなと切磋琢磨して、何事にも果敢

にチャレンジしてくれることを期待しています。

そしてもう一つ、「実りの秋」。本来は、穀物や果物などの収穫が多くなる季節であること

を表していますが、学習面で考えると今までコツコツと積み上げてきた成果が見えてくる事

を指すのでしょう。では、コツコツと積み上げられなかった人はどうすればいいのでしょう？

決して諦めるのではなく、暑さが落ち着き、気候が良くなった今こそ頑張るときではないで

しょうか？

どの学年ででもいえることですが、

・苦手な科目はイヤだな・・

・不得意科目はやる気が起きない

・勉強しても変わらないだろう・・

多くの人がそう感じると思いますが、苦手科目も少しずつでもいいので復習していきましょ

う。

特に3年生は、次の扉を開くためには、一つの教科が不得意なのは、とてもリスクが大き

いことです。みんなが簡単に解く問題を落とすと、ライバルとの差が一気に広がるからです。

得意を伸ばすのが攻めならば、不得意をなくすのは守りです。得意科目の８０点を９０点に

伸ばすのは大変です。それより、不得意科目の３０点を４０点にする方がラクかもしれませ

ん。夏休みやそれ以前に頑張ったけれど、全然わからない分野が残ってしまった。そんな人

も以前の教科書に戻って最初からやり直せば大丈夫です。3年生は、１年・２年の範囲を、2

年生は、1年生の範囲を、1年生は、小学校の範囲をといったように1つないし2つ下の学年

の学習をもう一度解き直すとよいでしょう。当時はわからなかったことも、今なら簡単に感

じることもあります。大丈夫です、3年生も間に合います。焦ることなく、守りを固めてく

ださい。

効率よく充実した勉強をすすめていくコツは、出来た問題と出来なかった問題の区別をし

っかりすることです。

・自分の力で正解することが出来た・・○

・分からなかったけど、答えや解説を見たら理解できた・・△

・答えや解説を見たけど、まだわからない・・×

△はなるべく時間をあけずに解き直してみましょ

う。自分で解けるようになったら、△を○に変えま

す。×は友達や学校の先生に質問して学習をすすめ

ましょう。理解できたら、×を△に変えておきます。

後日もう一度解いてみて、○に変わるようにしてい

きます。取り組む教材は、あれこれやらずに、まず

各教科１冊を仕上げます。仕上げるとは、少なくと

も8０％以上の問題を○印にした状態です。これか

らの季節、涼しくなって勉強しやすくなっていきま

す。ここでの時間を有効に利用して、学力という「実」

をたくさん収穫してください。

「実りの秋」に向けて

加茂川中学校だより2020


